
奈良産業大学

講義科目　授業アンケート結果

設問№

※レーダーチャートの平均は4段階評価　4（そう思う）、3(ややそう思う)、2(あまりそう思わない)、1(そう思わない)
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アンケート結果に対する教員のフィードバックシート
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（1）シラバスの内容は受講生が十分に理解できるように更に工夫す
る。（2）自分では一所懸命授業に臨んでいるつもりだが、14％の人に
は受け取ってもらえない。この落差の原因を考える。(3）特に、私語対
策はさらに工夫し、より強力な対応も考える。（4）受講生諸君の受講意
欲は高いので、それに応じ維持する授業を行うために、今まで以上に
授業内容を吟味・精査し、必要なことだけを伝えるようにする。

時 間 割 番 号

科 目 名

教 員 名

3.38 3.46
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6.9授業を理解するための工夫

管理の仕組みとビジネス/ビジネス入門

①授業計画の達成度について

③アンケート全体を通しての自己評価、及び、今後の授業改善計画について

②授業の進め方について

（1）本科目の意義や目標等はシラバスに明記し、授業でも説明した
が、21％の受講生には現実の授業には役立ったとは思われなかった。
今後は繰り返しの説明で、より理解してもらう。（2）授業内容は21％の
人が理解できないので、今後はより簡潔で要領を得た説明をする。
（3）、授業計画に従い教科書を使用して進めたが、重要と思う部分の
説明に時間をかけ過ぎ、計画通りに出来なかった。今後は時間の配分
に注意する。

（1）3%の人は、説明が理解できない。（2）7%の人が話しが聞き取りにく
い。（3）7%の人が理解度の確認がない。（4）24％の人が授業外での学
習活動指導がない、とそれぞれ感じている。今後はこれらの割合を一
層減少するための工夫をする。（5）48％の受講生が私語があるとし、
10％の人は私の対応が不十分であると思うので、撲滅のための強力
な対策を講じたい。（6）7％の人が授業に不満足なので、より一層の努
力で0％を目指す。
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